
                       

                       

                       

                      

 

本部は、2 月 12 日、「2021 年度の賃金引上げに関する申し入れ」(国労闘申第 6 号)を行った

以降 2回の交渉を開催してきた。 

貨物会社社員は、2000 年から 18 年間に及びベアが実施されず、この間の期末手当も低額支給

が続くなど、社員と家族の生活は厳しさを通り越し疲弊しきっており、社員のモチベーションは

低下するばかりである。2018 年には 19 年振りとなるベアが実施されたが、その額は国労要求

額とは大きく乖離したものでしかなく、300 円・200 円と続いたベアは、昨年は 200 円の賃金改

善が行われただけであり、賃金制度が変更された中で、最低額・基準額に積み増しがされないこ

とは、一層の賃金削減を招くものでしかなく、生活改善に逆行している現状は、社員のヤル気を

削ぐものでしかない。 

貨物会社は現在、10 年連続で黒字を継続し、2016 年・2017 年度と JR 発足以来の最高益を出

してきている。2015 年度・2016 年度と新規採用を停止したことが人件費削減に大きく影響し、

大規模な災害が発生しない下では、安定した結果を出すことが可能となっている。 

現在のコロナ禍のなか、収入が落ち込んでいることは事実であるが、指定公共機関として貨物

鉄道輸送を安定的に提供し、社会の要請に応えてきていることは社員が奮闘しているからであ

り、日々懸命に安全輸送を担う社員の努力に対し、賃上げで応えることは当然である！ 
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し
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